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全国での活躍に期待 ７月１２日 鳳鳴会からの激励 

甲子園予選秋田大会、全国大会、７月以降の大会に出場する各部

の激励会が７月５日（水）に行われ、７月１２日（水）には鳳鳴会

からも選手一人一人に激励費が手渡され、全国大会での活躍を期待

するとの激励のメッセージも伝えられました。 

今年度のインターハイは北海道で、また、全国高校総合文化祭は

鹿児島県での開催でした。８月の天候不順のため、鹿児島への移動

では苦労もありましたが、出場選手のみなさんは持てる力を出し切

ってプレーや発表を頑張ってくれました。 

全校応援で盛り上がった甲子園予選 ７月１４日 秋商戦での全校応援 

甲子園予選秋田大会の応援は１回戦が応援団と希望者、

２回戦は３年生、３回戦以降は全校での応援計画でした。 

１回戦 ７月 ８日(土）鳳鳴 ６－１新屋 

２回戦 ７月１３日(木）鳳鳴１０―０高専(5回ｺｰﾙﾄﾞ) 

と順当に勝ち進み、３回戦にコマを進めました。 

１４日(金)１３時開始３回戦の相手は、秋田商業です。

全校応援で盛り上がりましたが、８回表に降り出した雨が

やまず継続試合となり、１７日(月）に８回表１－６からの

試合再開となりました。８回裏には１点を返し一矢報いた

ものの試合は２－６で終了となりましたが、選手も応援隊

も最後まで勝利を信じて頑張りました。 



 
グレン先生、６年間大変お世話になりました  

７月２１日 ALT離任式 

平成２９年から６年間にわたり、本校と大館桂桜高校の

ALT として英語指導に尽力くださったティモニー・グレン先

生が、任期を終えてアイルランドに帰国されました。 

離任式のあいさつでは、各学年に向けての激励ととも

に、次のようなメッセージをいただきました。 

 

“The most important step the person can take is 

not the first step but the next step.” 

「失敗しても次のステップでがんばることができれば、

結果はすばらしいものになる」という意味です。 

生徒を代表して、英語部の春日琴葉さんが送別のことば

を述べてくれました。 

タイ姉妹校との第１回オンライン交流  ７月１４日（金） 

野球の全校応援があった日の夕方、本校の姉妹校

タイ王国プリンセスチュラボーン科学高校ブリラム

校とのオンライン交流が行われ、１～３年生２３名

が参加しました。 

これは「生徒の英語力の向上を図り、姉妹校およ

びタイ王国への理解を深め、国際感覚を磨くととも

に、両校の友好を深める機会とする」ことを目的に

毎年行われている事業です。 

７月１４日は今年度第１回目の交流ということ

で、１７時～１８時の１時間の中で、事前に作成し

たプレゼンの資料を使って、お互いの自己紹介を中

心に交流が行われました。 

毎年参加している２・３年生のリピーターはスム

ーズに自己紹介を始めていましたが、今年初参加の

生徒や１年生は、最初はとまどいながらも、慣れて

くると、姉妹校生徒との会話を楽しんでいました。 

２回目の交流は１１月、３回目は来年１月の実施

です。交流のテーマは少しずつ内容を変えていて、

次回は学校・地域・国などをベースに紹介します。 

また、１２月１６日から４泊５日の日程で、代表

に選ばれた生徒４名が４年ぶりに現地への海外研修

に参加し、お互いの研究を発表し合います。 


